
、

行
　
　
館
次
番

　
発
　
　
　
民

日
号
公
清
－

繭
5
卿
代

～
1
2
3
松
　
松

　
年
1
郡
富

44

第
城
　
話

　
和
　
　
頸
長

　
昭
　
　
東
館
電

～
ー
ー
ー
ー
じ

‘

印刷松代印刷所

己
＝
＝
＝
＝
＝
”

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
提
上
…
…
、

　
十
二
月
十
九
日
・
二
十
日
の
両
日
に

わ
た
り
第
四
回
町
議
会
定
例
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
会
期
中
に
提
上
議
決
さ
れ
ま
し
た
議

題
は
次
の
通
り
で
す
。

報
告
事
項

ω
総
務
文
教
常
任
委
員
会
調
査
報
告

　
調
査
目
的
は
町
内
小
中
学
校
々
舎
営

　
繕
状
況
を
調
査
し
た
も
の
で
す
。

②
建
設
常
任
委
員
会
調
査
報
告

　
調
査
目
的
は
四
十
五
年
度
施
行
予
定

　
及
び
申
請
地
区
道
路
・
橋
梁
関
係
の

　
現
地
調
査

⑧
昭
和
四
十
四
年
度
松
代
町
一
般
会
計

　
補
正
予
算
専
決
報
告

　
　
補
正
額
才
入
才
出
と
も
に
一
四
九

　
万
円
で
選
挙
費
（
才
入
は
全
額
県
支

　
出
金
）
こ
れ
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙

　
費
－

議
第
一
号
　
新
潟
県
旧
市
町
村
職
員
恩

　
給
組
合
資
産
管
理
組
合
規
約
の
一
部

　
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
（
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
松
代
町
に

　
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
）

議
第
二
号
　
新
潟
県
町
村
人
事
事
務
組

　
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

　
の
増
加
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
（
こ
れ
も
前
号
と
同
じ
く
町
に
は
関

　
係
あ
り
ま
せ
ん
一
）

議
第
三
号
　
新
潟
県
上
越
農
業
経
済
圏

　
施
設
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
の

　
変
更
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
。

　
　
（
こ
れ
は
上
越
地
区
の
食
肉
セ
ン
タ

　
ー
の
設
置
、
青
果
物
市
場
の
設
置
事

　
務
を
高
田
市
に
設
け
る
こ
と
で
す
）

議
第
四
号
　
松
代
町
職
員
の
勤
務
時
間

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

　
（
労
働
基
準
法
に
基
ず
き
、
そ
の
一

　
部
を
改
正
）

議
第
五
号
　
松
代
町
職
員
の
公
務
災
害

　
補
償
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条

　
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

議
第
六
号
　
松
代
町
営
土
地
改
良
事
業

　
の
経
費
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

　
つ
い
て
。

議
第
七
号
　
昭
和
四
四
年
度
松
代
町
一

　
般
会
計
補
正
予
算
（
歳
入
歳
出
と
も

　
に
そ
れ
ぞ
れ
九
五
四
一
〇
〇
〇
円
を

　
追
加
す
る
V

　
◎
歳
入

　
　
　
地
方
交
付
税
　
　
一
．
一
八
一
〇
柵

　
　
　
県
支
出
金
　
　
　
八
五
九
八

　
　
　
諸
収
入
　
　
　
△
　
七
〇
二

　
　
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。

　
◎
歳
出

　
　
　
総
務
費
　
　
　
　
二
二
五
七
珊

　
　
　
　
松
代
病
院
運
営
寄
附
金
と
一

　
　
　
　
般
管
理
費
が
主
な
も
の

　
　
　
衛
生
費
　
　
　
　
一
四
七
一
珊

　
　
　
　
予
防
費
と
し
て
ワ
ク
チ
ン
代

　
　
　
　
な
ど

　
　
　
農
林
業
費
　
　
　
七
二
四
〇
珊

　
　
　
　
稲
作
特
別
対
策
事
業
補
助
金

　
　
　
　
・
桑
園
造
成
事
業
補
助
金
な

　
　
　
　
ど
が
主
な
る
も
の

議
第
八
号
　
昭
和
四
十
四
年
度
国
保
特

　
別
会
計
補
正
予
算

尚
一
般
質
間
竜
行
な
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

答
弁
が
あ
り
、
提
上
さ
れ
た
全
議
題
を

議
決
し
ま
し
た
。

・
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、
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巳
葛
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口
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ロ
．
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5
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亀
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冒
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0

■OO
◆ノ

じ

”
　
　
　
　
保
護
者

け♂
厚
　
　
（
中
村
公
一
）

ハ
ロ

．

一
浩
二
　
（
山
岸
清
司
）

ロロの
祐
子
　
（
鈴
木
洋
二
）

のほ｛
敦
子
　
（
柳
　
能
弘
）

ロリゐ
幸
子
　
（
山
賀
三
郎
）

ロ
ロ

㌔
英
樹

ぬコ

｝
大
基

’””ハ

㎜
　
★
お
く
や
み

㌔ゆロ

ス
死
亡
者
）
　
戸
主

一
井
上
シ
ヨ
　
　
晃

ロロの

げ
関
谷
モ
ト
　
　
和
雄

■層　
　

．
”
高
橋
龍
明
　
　
本
人

醒ロ

一
池
田
カ
ル
　
　
重
善

0ロ

｛
秋
山
金
太
郎
　
和
平

ヨロ

（
笠
原
又
五
郎
　
益
雄

巴ロコ

塩
田
辺
俊
次

■■ロロ
9
’
●
。
5
■
ロ
O
，
・
8
■
■
璽
∂
一

　
　
　
　
　
　
喜
八
郎

（
鈴
木
幸
紀
代
）
松
代
（
大
阪
屋
）
一

（
鈴
木
勝
明
）

十
二
月
中
　
　
“

　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
り

　
部
落
・
家
号
　
㎝

　
　
　
　
　
　
ヨ

松
代
（
宇
ぜ
ん
）
旧
．

　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
ロ

蒲
生
（
ま
す
や
）
｝

　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
ロ

松
代
（
双
葉
屋
）
V

　
　
　
　
　
　
け

　
　
　
　
　
　
ロ

松
代
（
大
　
門
）
｝

　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
ロ

小
荒
戸
（
円
隠
）
μ
●

　
　
　
　
　
　
馳

　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
ロ

松
代
（
ふ
く
し
ん
一

ど
う
）
　
　
　
馳
、

　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
へ

（
死
亡
）
　
　
…

　
　
　
　
　
　
6
．

　
　
　
　
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
コ

　
部
落
・
家
号
　
卿

　
　
　
　
　
　
O

寺
田
（
松
坂
屋
）
…

　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
ゆ

太
平
（
平
　
助
）
”
．

　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
ア

千
年
（
上
　
西
）
胸

　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
の

田
野
倉
（
つ
ん
ね
）
～

　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
ロ

清
水
（
そ
く
ち
）
叩

　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
ロ

小
荒
戸
（
又
七
）
Ψ

　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
ロ

　
寺
田
（
喜
八
）
｝

　
　
　
　
　
　
”
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　　　　　　　　盧
　　　　　　　　層
　　　　　　　ρ

　　　　　　　　o
　　　　　　　　口
　　　　　　　　6
　　　　　　　　一
　　　　　　　　鱈
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　　　　　　　　o
　　　　　　　’
　　　　　　　　●
　　　　　　　　畠
　　　　　　　　雪
　　　　　　　　コ
　　　　　　　　3

（1）「1

　　　　　　　　言

　　　　　　　f

　　　　　　　　＝

　　　　　　　　＝



（2）

今
年
の
出
稼
者
数
は
？

　
　
　
殆
ん
ど
が
関
東
地
方
へ

　
年
々
そ
の
数
の
多
い
こ
と
で
有
名
な

松
代
町
の
出
稼
者
数
が
町
の
職
業
係
よ

り
発
表
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

ま
す
と
、
総
数
約
一
一
〇
〇
名
（
役
場

窓
口
を
通
さ
な
い
方
も
あ
り
ま
す
の
で

）
で
す
が
、
そ
の
七
〇
％
が
東
京
げ
神

奈
川
を
中
心
と
す
る
関
東
方
面
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
職
安
窓
口
を
通
し
て
安
全
な
職
種
に

就
職
さ
れ
る
傾
向
が
多
く
な
り
、
そ
れ

も
個
人
と
し
て
で
は
な
く
、
団
体
と
し

て
と
い
う
様
な
型
に
変
り
つ
N
あ
る
こ

と
は
、
出
稼
ぎ
の
姿
の
移
り
変
り
を
示

め
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
一
〇
七
一
名
の
方
々
が
そ
れ

ぞ
れ
任
地
に
む
か
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
職
種
を
見
て
も
機
械
工
な
ど
技
術
を

と
も
な
う
も
の
が
多
く
な
り
、
土
工
も

必
ず
職
安
を
通
し
て
と
い
う
様
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
ゆ

　
出
稼
先
、
職
種
は
そ
れ
ぞ
れ
％
を
出

し
て
お
き
ま
し
た
が
、
安
全
で
保
障
が

得
ら
れ
る
職
業
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
と
係
も
そ
の
選
定
に
苦
労
さ
れ
て
い

る
様
で
す
が
、
約
半
年
間
の
こ
の
人
た

ち
の
健
康
と
安
全
を
心
か
ら
祈
ら
ず
に

は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。

昭和44年度出稼者調べ（11．20現）

1．出稼先調べ

割合
　　％

33
20
　8

　1

　2

　1

2
2
0
Q
O
O
乙
－
1
1
8

　1

100

　　　　　計

（43年度）　人
（426）　342
（89）　220

（13）　90
（10）　11
（35）　26
（13）　12
　　　　　　　　　　1

（10了）　19
（131）　213
（3）　　1
（74）　、86
　　　　　　　　　18

（25）　　9
　　　　　　　　　6

（4）　　4
　　　　　　　　　3

（11）　　2
（19）　　8

　　　　　　1，071

女

　　人

18
　2

　3

2
　
1
1
2
9

男

　　人

324
218
87
11

26
12
　　1

19

213

県別

5
8
9
6
2
3
1
7

Q
U
－

1042

京
川
玉
馬
葉
木
城
岡
知
阜
阪
都
庫
島
媛
井
野
内

　
奈
東
神
埼
群
千
栃
茨
静
愛
岐
大
京
兵
広
愛
福
長
県

計

2・業種別調べ

割合
　　　％

22
　　8
　　6

54
　　3

　　2
　　1

　2

　1

100

計

　　　　人

　242
　　75

　　65

　580
　　28

　　19

　　17
　　　7

　　　3

　　　6

　　　5

　　17
　　　7

1，071

女

　人

∩
∠
　
　
∩
U
4
　
　
　
7
－
－
；
Q
U
Q
U

29

男

　　人

242
73
65
571
24
19
10
　　6

業種別

　　　3

　　　5

　　17
　　　7

1，042

工
工
工
工
工
工
工
員
工
業
焼
工
他

　
　
　
　
造
　
　
　
　
ス

　
造
色
械
製
送
本
　
績
ビ
　
炭
の
計

　
　
　
　
品
　
　
　
　
　
一

土
酒
染
機
食
運
製
店
紡
サ
芋
練
そ

｝
1
－
r
l

松
代
家
畜
市
場
の
売
上
げ

成
績
ま
と
ま
る

　
本
年
度
の
松
代
家
畜
市
場
の
売
買
成

績
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　
昨
年
度
に
比
較
す
る
と
一
頭
平
均
約

二
万
円
安
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
そ
の

時
の
相
場
も
あ
り
ま
す
が
仔
牛
の
質
が

劣
っ
て
来
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で

す
。
良
い
資
質
を
も
ち
然
か
も
発
育
の

よ
い
牛
は
昨
年
に
負
け
な
い
金
額
で
取

引
き
さ
れ
ま
し
た
。
相
場
が
安
い
か
ら

手
を
か
け
て
も
つ
ま
ら
な
い
と
い
う
考

え
を
や
め
て
、
仔
牛
も
一
つ
の
商
品
で

す
か
ら
十
分
の
飼
料
を
与
え
、
運
動
を

　
ー
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
5
　
　
　
　
　
ー
，

さ
せ
発
育
の
よ
い
生
後
六
ヶ
月
で
二
〇

〇
的
前
後
の
体
重
を
も
っ
た
立
派
な
牛

を
作
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
タ
ス
キ
を
か
け
た
頸
城
牛
は
本
年
度

は
七
七
頭
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
れ
は
全
頭
数
の
一
五
％
で
一
〇
〇

頭
に
一
五
頭
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
来
年
度
は
皆
様
の
努
力
で
五
〇
％

は
頸
城
牛
の
出
る
市
場
に
し
た
い
も
の

で
す
。

　
町
で
も
農
業
構
造
改
善
事
業
の
一
環

と
し
て
こ
れ
を
取
上
げ
、
頸
城
牛
の
本

場
に
し
た
い
と
言
っ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
飼
育
が
益
々
盛
ん
に
な
る
こ
と
を

望
ん
で
や
み
ま
せ
ん
。

欝　　織鞭漁鐵

昭
和
四
四
年
度
松
代
家
畜
市
場
地
区
別

成
績
表
　
　
　
（
括
弧
内
数
字
は
二
才
牛
）

浦田地区

　　125頭
8，014，700円

120，000

　68，100

100，100

奴奈川地区1松之山地区
　　　45頭「　118頭

6，701，900円

　79，100

　78．200

83，200

68，801

49，436

62，637

58，929

54，586

55，120

2．750，600円

　　97，000

　　70，500

　　85，500

　　63，964

　　47，300

　　60，700

山平地区

　　85頭
5，197，400円

100，000

86，700

82，400

62，560

50，811

61，779

松代地区

　　　　131頭

8．620。300円

　　87，700

（131，000）

　　78，500

（120，000）

　　88，000

（95，700）

　　69，139

　　59，143

　　65，361

　’

　地区別

　売買頭数

　売上金額

　　iメ　　ス
　　レ最高」一一一

　　オ　ス
価額トー　…
　　i去（ヌキ）

　
1
　
1
　
1
　
ー

　
ス

スメ
…
オ
均
額
平
価
去（ヌキ）



　
　
　
　
力
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麟
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栖
v

難

雛
　
灘

ぽ鑓

謹
室
野
に
こ
ん
な
消
防
器
具
置
場
が

　
室
野
部
落
の
ま
ん
中
に
、
こ
ん
な
立

派
な
消
防
器
具
置
場
が
出
来
ま
し
た
。

秋
も
終
り
の
頃
完
成
さ
れ
た
も
の
で
す

が
、
今
ま
で
の
建
物
が
小
さ
く
、
消
防

器
具
が
充
実
し
て
く
れ
ば
く
る
程
、
手

狭
ま
に
な
り
、
新
築
し
よ
う
と
い
う
声

が
早
く
か
ら
あ
っ
た
も
の
で
、
よ
う
や

く
そ
れ
が
実
っ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
　
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」

と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
て
の
事

で
す
が
、
一
旦
事
あ
る
場
合
す
ぐ
役
立

つ
こ
と
を
第
一
に
考
え
ら
れ
た
こ
と
に

敬
意
を
表
し
ま
す
。

内
職
指
導
者
の
講
習
会
が
…
…

　
ド
カ
雪
が
四
方
を
う
ず
め
つ
く
し
た

頃
、
町
公
民
館
の
一
室
で
熱
心
に
仕
事

を
さ
れ
て
い
る
六
、
七
人
の
人
達
を
よ

く
見
か
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
降
雪
地
帯
の
冬
の
仕
事
と
し

て
、
こ
ん
な
内
職
は
ど
う
か
と
い
う
こ

と
で
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
の
手
縫
い
の
作

．
業
を
行
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

町
内
の
各
地
区
か
ら
一
～
二
名
位
の
人

が
参
加
し
、
熱
心
に
こ
の
作
業
を
お
ぼ

え
、
町
内
の
希
望
者
に
指
導
す
る
た
め

の
講
習
会
で
し
た
。
す
っ
か
り
お
ぼ
え

ら
れ
た
こ
の
人
達
は
、
希
望
の
皆
さ
ん

の
相
談
相
手
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
る
こ

と
で
し
よ
う
。
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今
年
の
お
米
の
供
米
高
は

　
、
最
高
の
昨
年
よ
り
千
俵
の
減

　
史
上
最
高
を
う
た
わ
れ
た
昨
年
度
の

米
作
は
、
そ
の
供
米
高
だ
け
を
見
て
も

五
万
九
千
俵
を
突
破
し
大
豊
作
を
も
た

ら
し
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
八
・
一
〇

水
害
の
被
害
も
あ
り
、
又
販
米
な
ど
の

変
り
方
な
ど
か
ら
、
昨
年
度
よ
り
二
二

〇
七
俵
の
減
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
農
家
戸
数
も
昨
年
に
く
ら
べ
三
七
戸

も
減
り
、
変
り
行
く
農
村
の
一
つ
の
姿

を
表
ら
わ
し
て
い
ま
す
が
、
耕
作
反
別

（
個
人
申
告
に
よ
る
）
は
変
り
な
い
様

で
す
の
で
平
均
反
別
の
の
び
を
し
め
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
程
発
表
に
な
り
ま
し
た
松
代
町

の
供
米
量
は
五
七
七
五
五
俵
で
、
二
三

年
前
五
万
俵
突
破
祝
賀
を
む
か
え
た
こ

と
を
考
え
る
と
き
感
深
い
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
あ
ら
た
め
て
災
害
の
恐
し
さ

を
知
ら
さ
れ
る
今
年
の
発
表
で
し
た
。

　
尚
農
業
協
同
組
合
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

倉
庫
の
増
築
を
は
か
り
、
新
米
の
保
管

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
山
積
み
さ
れ

た
米
俵
に
新
ら
た
な
配
慮
を
懸
命
に
行

な
う
な
ど
を
い
た
し
ま
し
た
。

昭和44年度産米生産量調べ

総生産量

　　　　　　　ん9

　　112．112

　　123．455

　　100．594

　　　80．839

　　　62．920

　　　86．606

　　　83．076

　　　75．992

　　　81．967

　　116．624

　　231．955

　　109．941

　　　93．877

　　134．197

　　126．410

　　241．533

　　　31．323

　　117．508

　　192．868

　　　55．199

　　　33．289

　　　65．159

　　　22．049

　　　81。892

　　149．090

　　　93．390

　　　82．444

　　107．911

　　　54．165

　　　54．432

　　163．582

　　　99．762

　　368．807

　　273．168

　　121．813

　　　53．608

　　395．194

　　155．138

　　135．023

　　229．336

　　162．437

5．160．685

44．11．30

売渡量
耕作反別
（個人申告）
家
口
農
人
家
数
農
戸

　　　　　　　κ9

　　　64．680

　　　69．480

　　　53．880

　　　49．200

　　　39．780

　　　44．460

　　　61．500

　　　58．140

　　　58．560

　　　80．820

　　153．180

　　　82．140

　　　53．940

　　　76．680

　　　88．140

　　166．560

　　　22．020

　　　79．980

　　124．740

　　　35．940
　　　1了．760

　　　44．700

　　　13．620

　　　53．700

　　100．860

　　　62．220

　　　45．000

　　　68．280

　　　38．460

　　　34．080

　　114．900

　　　70．620

　　267．600

　　195．960

　　　81．000

　　　35．280

　　245．340

　　118．620

　　107．040

　　171．360

　　115．080

3．465．300

（57．755俵）
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代松

戸
平
刈
沢
丸
畑
山
年
尻
沢
水
山
平
山
老
伏
地
山
沢
子
島
倉
納
代
平
貫
峠
田
平
生
明
島
立
野
所
　
　
原

荒
　
屋
之
　
　
　
　
桐
　
野
　
訪
　
　
良
濁
峠
細
計

小
太
菅
田
小
池
下
千
池
会
清
桐
蓬
東
海
犬
孟
片
滝
中
苧
田
仙
田
莇
小
諏
寺
名
蒲
儀
福
奈
室
竹
　
　
木（3）
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外
に
あ
っ
て
は
七
人
の
敵
を
相
手
に

チ
ヨ
ゥ
チ
ヨ
ゥ
ハ
ツ
シ
と
ば
か
り
に
稼

ぎ
ま
く
る
亭
主
に
は
、
老
後
に
そ
な
え

て
厚
生
年
金
が
一
役
買
っ
て
い
る
こ
と

　
　
　
　
　
　

は
、
す
で
に
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り

ま
す
。
．
さ
て
家
に
あ
っ
て
内
助
の
功
高
き
奥

さ
ま
方
の
老
後
は
ど
う
な
っ
て
い
る
こ

と
で
し
よ
う
か
。

・
「
老
後
も
や
は
り
主
人
に
ま
か
せ
ま
す

わ
凶
と
お
っ
し
や
る
の
は
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
奥
さ
ま
方
、
た
し
か
に
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
場
合
は
厚
生
年
金
の
被
保
険
者

で
あ
れ
公
務
員
共
済
組
合
等
の
組
合
員

で
あ
れ
、
そ
の
人
が
老
後
に
貰
う
年
金

で
、
夫
婦
が
そ
の
余
生
を
す
ご
す
資
と

す
べ
し
と
の
建
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。

之
れ
と
対
療
的
な
の
が
、
農
家
や
、
魚

屋
、
八
百
屋
と
い
っ
た
商
店
の
奥
さ
ん

方
は
国
民
年
金
に
加
入
し
、
ご
主
人
も

奥
さ
ん
も
ご
自
分
の
年
金
を
お
も
ち
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

で
す
か
ら
六
十
五
才
に
な
る
と
、
自
分

自
身
の
年
金
が
う
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
“
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥

．
さ
ん
”
　
「
自
分
の
年
金
」
を
と
、
お
思

い
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　
『
あ
な
た
の
老
後
は
国
民
年
金
が

　
　
　
　
お
引
き
う
け
い
た
し
ま
す
』

　
手
続
き
は
か
ん
た
ん
、
住
所
地
の
市

町
村
役
場
の
国
民
年
金
係
へ
印
か
ん
持

参
で
申
し
出
て
現
行
で
は
月
三
〇
〇
円

（
三
十
五
才
未
満
で
あ
れ
ば
二
五
〇
円
）

の
保
険
料
を
払
え
ば
、
強
制
加
入
の
人

の
場
合
と
ま
っ
た
く
同
様
の
年
金
が
も

ら
え
ま
す
。

地
す
べ
り
が
起
る
と

　
　
　
　
　
　
ベ
ル
が
鳴
る

　
地
す
べ
り
地
帯
を
た
く
さ
ん
持
っ
て

い
る
当
町
で
は
、
今
秋
、
県
の
補
助
金

を
受
け
て
、
濁
と
儀
明
の
両
部
落
に
、

地
す
べ
り
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
地
す
べ
り
が
は
じ
ま
る
と
警

報
器
の
ベ
ル
が
自
動
的
に
鳴
り
だ
し
、

危
険
を
た
だ
ち
に
伝
え
る
役
目
を
果
た

す
も
の
で
す
。

　
県
下
で
も
こ
の
警
報
器
を
取
つ
け
て

．
効
果
を
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
く
、

町
と
し
て
も
今
回
は
試
験
的
に
両
部
落

に
取
り
付
け
ま
し
た
が
、
そ
の
成
果
が

確
認
さ
れ
』
ば
更
に
他
の
地
域
に
も
増

設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

（
濁
部
落
に
て
）

一
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小
屋
丸
部
落
公
民
館
の
巻

　
部
落
公
民
館
活
動
の
中
で
組
織
や
活

動
内
容
と
も
に
町
内
屈
指
の
実
績
を
示

め
し
て
い
る
の
が
こ
の
館
で
あ
る
。

　
朝
矯
を
つ
い
て
六
時
半
に
な
る
と
公

民
館
の
屋
上
の
ス
ピ
ー
カ
：
か
ら
、
ラ

ジ
オ
体
操
の
声
が
山
々
に
こ
だ
ま
し
て

村
内
に
響
き
わ
た
る
。
一
斉
に
老
幼
男

女
が
家
族
ぐ
る
み
で
体
操
を
行
な
う
こ

と
か
ら
、
こ
の
村
の
朝
が
初
ま
る
。

つ
父
い
て
朝
、
昼
、
夕
方
の
ニ
ユ
ー
ス

も
音
楽
と
共
に
流
さ
れ
、
働
き
な
が
ら

野
良
で
も
こ
れ
を
聞
け
る
様
に
配
慮
さ

れ
て
い
る
の
を
見
て
も
、
心
檜
い
ば
か

り
の
運
営
ぶ
り
で
あ
る
。
広
報
活
動
は

公
民
館
の
大
切
な
事
業
で
あ
る
事
を
、

き
っ
と
部
落
の
方
々
は
身
を
も
っ
て
体

験
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
館
も
隣
り
の
池
之
畑
部
落
と
一

諸
に
公
民
館
活
動
と
は
何
ん
だ
ろ
う
と

真
剣
に
話
し
合
い
研
究
し
合
っ
た
の
は

四
年
前
の
事
で
あ
る
が
、
両
部
落
の
問

題
点
で
あ
る
「
青
年
が
住
み
よ
い
村
づ

く
り
」
を
目
標
に
し
て
活
動
の
根
本
を

そ
こ
に
し
ぼ
り
、
婦
人
学
級
、
老
人
ク

ラ
ブ
、
子
ど
も
会
等
も
積
極
的
に
そ
れ

に
参
加
す
る
体
制
を
作
っ
て
い
っ
た
の

だ
そ
う
で
あ
る
。

　
先
ず
活
動
の
中
心
を
「
家
庭
の
日
」

に
お
き
、
農
休
日
も
第
一
・
第
三
日
曜

に
改
め
、
家
中
で
参
加
で
き
る
方
法
で

「
体
力
づ
く
り
」
に
の
り
出
し
た
。

第
三
日
曜
の
午
後
、
分
校
に
集
ま
り
館

長
の
指
揮
で
全
員
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
な

い
、
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
方
、
青
年

と
婦
人
な
ど
の
交
換
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

老
人
と
子
ど
も
の
ゲ
ー
ト
ボ
！
ル
、
お

ば
あ
ち
や
ん
方
の
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
を

取
上
げ
、
そ
の
世
話
を
青
年
学
級
と
婦

人
学
級
が
受
持
つ
こ
と
に
し
、
一
般
者

の
誰
も
が
何
等
か
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

む
様
に
運
営
し
て
い
っ
た
。
そ
の
こ
と

か
ら
部
落
共
同
の
楽
し
み
会
を
考
え
、

村
中
で
の
春
の
竹
の
子
狩
り
、
秋
の
茸

狩
り
に
ま
で
発
展
し
て
い
っ
た
。
現
在

で
は
更
に
出
稼
者
を
送
る
会
、
迎
え
る

会
も
行
な
い
、
村
中
で
集
っ
て
餅
を
つ

き
、
そ
の
門
出
を
激
励
す
る
と
こ
ろ
に

ま
で
至
っ
て
い
る
。

　
又
公
民
館
の
使
用
は
他
方
に
わ
た
り

青
年
、
婦
人
、
老
人
な
ど
の
学
習
活
動

は
申
す
に
お
よ
ば
ず
、
子
ど
も
会
活
動

ま
で
館
長
の
許
し
を
得
て
学
習
会
や
会

議
な
ど
に
利
用
し
て
い
る
。
そ
の
利
用

状
況
は
八
割
が
学
習
で
あ
る
と
い
う
実

績
を
あ
げ
て
い
る
。

　
公
民
館
は
単
に
行
政
の
下
受
け
で
な

い
こ
と
を
自
ら
悟
り
、
自
分
達
の
実
際

必
要
で
あ
る
事
、
自
分
た
ち
自
身
の
問

題
点
を
考
え
、
話
し
合
う
こ
と
を
取
上

げ
、
懸
命
の
「
村
づ
く
り
」
を
行
い
つ
』

あ
る
こ
の
館
の
将
来
に
大
き
な
期
待
を

か
け
る
の
は
私
の
み
で
は
あ
る
ま
い
。

　
よ
く
「
村
づ
く
り
」
を
暇
え
ら
れ
る

が
実
際
の
活
動
に
な
る
と
何
を
ど
の
様

に
行
な
っ
た
ら
よ
い
の
か
、
迷
い
勝
ち

で
あ
る
が
、
そ
の
点
自
ら
の
方
向
を
定

め
、
村
中
が
一
丸
と
な
っ
て
そ
の
解
決

策
に
あ
た
る
活
動
を
示
め
し
て
い
る
こ

の
館
は
、
誰
や
ら
の
言
葉
で
は
な
い
が

「
自
ら
助
く
る
者
を
助
く
」
を
身
を
も

っ
て
体
験
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
小
さ
い
部
落
だ
か
ら
出
来

な
い
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
小
さ
い
部

落
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
の
だ
と
い
う
姿

勢
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
く
れ

た
こ
の
館
に
深
い
敬
意
を
さ
』
げ
つ
N

別
れ
を
告
げ
た
。


